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保健室では、学校による診療が行われていまし
た。（大正期から昭和初期）

２０２4年に茨城県内の学校計792校に勤務する教員へ

アンケートを行い、学校管理下における教員の救命処

置実施の現況に関する調査を行いました（回答数3389）。

・本調査では、学校で胸骨圧迫・人工呼吸・AEDの
装着または使用・気道異物除去のいずれか救命
処置を行った経験のある教員は95名（2.7%）でした。

・学校で救命処置経験がない教員では、3039名
（89.7％）が救命処置を行うことに不安を抱えてい
ました。不安の内容の主なものは、「正しくできる
かどうか」、「やり方を間違えて症状を悪化させな
いか」でしたが、「女子児童生徒への対応に躊躇
する」との回答もありました。

・不安を抱えている割合が高い職種は養護教諭で
あることが明らかとなりました。

・救命処置等講習の年間受講回数と救命処置へ
の不安感に関連はありませんでした。

養護教諭の職務

・学校の管理下において生じた児童生徒等の全ての

傷病について、応急的なものとして救急処置を行う。

・対応を誤れば、児童生徒等の身体・生命に深刻な

影響を及ぼしかねないものであり、状況に応じた機

動的な対応が求められる。

・2022 ～ 2023 年度の２年間、養護教諭向け
月刊誌『健康教室』で「ブラッシュアップ！ 救
急対応」を連載しました。

・2024年7月に開催された「第61回学校保健
ゼミナール」で、「第4講座 ブラッシュアップ！
救急対応 学校における内科的症状に対す
るアセスメントと対応」を講演しました。
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